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連 載 企 画

　中心静脈カテーテル（ＣＶＣ）穿刺挿入手技は日常的に行われているが、挿入１回につき合
併症頻度を10％程度見込むべきという報告がされている。日常的に行われる手技が高頻度で合
併症を引き起こすのは、優先して改善すべき課題だ。長野県の佐久総合病院（821床）は2008
年６月に共同行動の参加登録病院になり、ＣＶＣ安全手技対策を実施している。現在同院では、
意識改革や教育を中心に事故発生防止に院内全体で取り組んでいる。

ＣＶＣの
正しい知識習得を目指して

術者の意識改善を促す

医師の自主性を尊重した安全対策
記録表の有効活用

減らそう！有害事象  多様な主体の参画で 18行動目標３－ｂ
ＣＶＣ穿刺入手技のケーススタディ

　　　　　　  ＣＶＣ穿刺挿入手技

【目標】
中心静脈カテーテルの穿刺挿入手技に伴う有害
事象とこれに起因する死亡を防ぐ
【推奨する対策】
１．ＴＰＮとＣＶＣ留置適応の厳格化
２．安全な穿刺手技などの標準化
３．安全手技の教育体制の構築
●対策２の推奨項目
①感染防御策の徹底  ②セルジンガーキットの使用
③モニター機器・緊急資機材の準備
④多数回穿刺の回避
●チャレンジ項目
⑤透視下操作　⑥超音波診断装置の使用

行動目標３－ｂ

医師の自主性を尊重した安全対策
記録表の有効活用

渡部氏

■  中心静脈カテーテル挿入
（ＣＶＣ）記録カード
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